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研究成果の概要（和文）：テストは、0～100点満点のような解像度で評価できるほど、解像度の高い測定道具で
はない。せいぜい、5～20段階くらいで評価できるほどの測定道具である。潜在ランク理論は、学力を段階評価
しながら標準化する測定理論である。また、潜在ランク理論を用いて、各テストが何段階で評価できるのかとい
う解像度を調べることができる。潜在ランク理論を用いて、センター試験の解像度を調査し、それにもとづくデ
ータベースを構築することが本研究の目的である。本研究により、科目特性に大きく影響を受けることが分かっ
た。概して、言語テストや理科のテストは、解像度が高くなりやすく、社会科のテストは解像度が高くなりにく
い。

研究成果の概要（英文）：As a measurement tool for diagnosing students’ academic abilities, a test 
does not have sufficiently high resolution to estimate a student’s ability on a continuous minute 
scale, such as a scale of 0-100. A test can estimate a student’s ability on 5 to, at best, 20 
grades. Latent rank theory (LRT) is a statistical measurement model for standardizing a test by 
evaluating students’ abilities on an ordinal ability scale. Using LRT, we can explore the 
resolution (the optimal number of ability grades) of a given test. The purpose of this study was to 
thoroughly investigate the tests of the National Center for University Entrance Examinations and to 
establish an LRT-based database. We found that the resolution of each subject was stable over the 
investigated four years (2009-2012) but varied depending on the categories of the subjects. In 
general, the language tests and some of the science tests had high resolution; however, the history 
and civics tests had low resolution.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　テストは1点刻みで学力を評価するほどの解像度はない。例えば、α係数などの信頼性係数を計算すると、テ
ストデータで0.9を超えることはほとんどない。つまり、テストが測定しているものの内、10%は測定誤差であ
る。しかし、そのような科学的、学術的知見が巷間で認識されているとはいえず、テストでは1点でも高くとる
ような指導がされている。
　ただし、選抜場面では、テストを1点刻みで評価することは、テストを道具として見たとき有用である。しか
し、診断場面では必ずしも1点刻みの評価が有用であるとは言えず、段階的な評価をするくらいで十分なことが
多い。本研究では、テストが何段階で評価することができるかを調べている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 我々は、10年以上にわたり、大規模公的試験の分析に携わってきた。我が国のテストは、
そのほとんどが 0～100点で尺度化されている。その中で思いを強めていったのは、テスト
は 1点刻みで評価できるほど、解像度が高い測定道具ではないということである。実際に、
テストデータについてクロンバックのα係数を計算すると、0.9を超えることはほとんどな
い。つまり、テストが測定しているものは、大雑把に言えば 10%は測定誤差である。1点差
の違いを識別するほどの測定力はない。 
そこで、我々は、潜在ランク理論というテスト理論を開発した。テスト理論とは、テスト
を運用するための背景理論であり、項目反応理論が有名である。しかし、項目反応理論は、
学力を連続尺度上で評価しているので、細かい点数の刻みで学力を評価していることに変
わりがない。 
潜在ランク理論は、学力を段階評価するためのテスト理論である。学力を段階評価するこ
とがいつも必ず有用であるとは限らない。細かい定員操作が必要な選抜場面では、必ずしも
段階評価は便利なやり方ではない。しかし、学力の診断場面であれば、段階評価はときとし
て便利である。なぜならば、学力を段階評価することで、各段階に対応した can-do 
statement（能力記述文）を作成しやすくなるからである。 
我が国における大規模公的試験の代表格の１つである大学入試センター試験（以下、セン
ター試験）が、いったい、学力を何段階に分類できる解像度をもっているのかを基礎的資料
として押さえておくことは重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、潜在ランク理論を用いて、センター試験の解像度を明らかにすることで
ある。センター試験の解像度を明らかにすることは、大学入学共通テストの解像度に関する
基礎的な資料になるからである。 
※研究開始時点（平成 26（2012）年）では、センター試験の後継テスト（大学入学共通
テスト、以下、共通テスト）の詳細が決まっておらず、共通テストで段階評価が導入される
か議論されていた。なお、現在では、素点に加えてスタナイン（正規化得点に基づく 9段階
評価）が導入されることが決定している。 
 
３．研究の方法 
 同じデータに対して、異なる段階数（潜在ランク数）で分析し、CAIC や BIC などの適合度指
標を参考にすることで、当該テストの最適ランク数を統計学的に検討することができる。このと
きの最適とは、未知の受検者集団に出会ったとき、何ランクを用意しておけば、情報の損失を最
小限に効率よく受検者を分類することができるかという基準である。 
分析プログラムを、H27～H28 上半期を目途に開発した。ただし、それ以降も修正は随時行っ
た。データ分析は、H28 下半期から本格化した。しかし、一部のデータを分析しつつプログラム
開発を行うことから、H27 上半期から緩やかにデータ分析を進めた。 
 
４．研究成果 

 
図 1 解像度分析 



 図 1は、センター試験のある主要科目の平成 9 , 10, 11, 12 年度の解像度分析の結果である。
データは、1万人を無作為抽出した。情報量基準（CAIC と BIC）の結果からは、潜在ランク数が
10～12 くらいで段階評価することが望ましいという結果が得られた。ただし、標本サイズが 1
万人の結果であるということに注意する。潜在ランク理論は、項目反応パタンが似ている受検者
をまとめていくという特徴があるため、標本サイズが増えるほど、最適な潜在ランク数が増えて
いく。したがって、この解像度分析は、受検者数が 1万人であったときに、どのくらいの段階数
を設定できるか、という視点で結果を見る必要がある。 
 この科目横断的・縦断的な分析により、科目特性が見えてきた（ただし、数学は分析から除外
せざるを得なかった。数学は、潜在ランク理論が仮定している局所従属の仮定を満たさないから
である）。従来から、国語や社会科科目（地理・歴史・公民）は識別力が低く、外国語や理科科
目は識別力が高いということが経験的に知られているが、その結果のとおり、一般に国語や社会
は最適ランク数が小さく、英語や理科のほうが最適ランク数が大きかった。 
 また、英語（筆記）およびリスニングの 2018 年のデータについて詳細な分析を行った。
男女別、卒業年度別（卒見別）、選択科目数別、都道府県別の英語及びリスニングの分布や
統計量の違いなどを集中的に検出した。また、潜在ランク理論だけに限らず、項目反応理論、
バイシリアル相関、因子分析などの分析も行った。分析結果は、東京大学で行われたシンポ
ジウム（報告書が https://www.ct.u-tokyo.ac.jp/news/20190210-symposium2019-report/か
ら入手可能）で報告したり、大学入試センターの作題部会にフィードバックした。 
 

 
図 2 英語筆記とリスニングの散布図 
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